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吊り下げ型 LED シーリングライトの設計・制作について	 
-超音波及びタッチセンサを活用したプロダクトデザインの提案−	 
	 
THE DESIGN AND WORK OF THE HUNG TYPE LED CEILING LIGHT 








The	 lighting	 used	 as	 an	 instrument	 that	 supports	 people's	 life	 as	 a	 light	 source	 and	 
directs	 space	 is	 continuing	 changing	 the	 form	 by	 the	 new	 light	 source	 produced	 with	 the	 
time.	 As	 new	 technology,	 LED	 is	 going	 to	 change	 our	 life	 now.	 The	 miniaturization	 of	 the	 
light	 source	 progressed	 by	 LED	 and	 modeling	 which	 was	 not	 able	 to	 be	 realized	 in	 the	 
conventional	 light	 source	 was	 attained.	 
This	 research	 aims	 design	 and	 work	 of	 the	 ceiling	 light	 that	 incorporated	 the	 interaction	 
and	 modeling	 by	 characteristic	 of	 a	 new	 light	 source	 called	 LED.	 





















































	 実装部の制作にあたっては LED の電気的制御を行うた
め Arduino	 UNO(図１)を用いる。Arduino	 UNO	 は Arduino	 
Softwareが提供するAVRマイコンを搭載したスタンドア
ロン型のハードウェアであり、ソフトウェアには C 言語





	 	 	 	 

















	 	 	 	 	 	 	 	 








ンサにそれぞれ対応した LED を 3 つ接続する。超音波距
離センサが対象を感知すると LED が 1 つ点灯する。実験
機及び配線図は以下に示す(図４、図５)。	 
	 
図 4	 LED 実装部実験機	 
	 
	 





































図 6	 照明本体スケッチ検討	 
	 
	 
図 7	 操作デバイススケッチ検討	 
	 












図 8	 照明本体外観レンダリング	 
	 


























ルミの円筒内に搭載する Arduino	 UNO から配線を４本伸
ばし、灯部モジュールを支えるワイヤー４本を伝って、
各モジュールの LED へと繋げる（図 13）。４本の配線の
うち３本は各モジュール内の LED の＋側と繋がり、１本
は各モジュール内の LED の−側を経由しながら Arduino	 
UNO へと戻る。	 
	 	 
図 11	 灯部モジュール分解図	 
	 	 	 	 	 	 
図 12	 灯部 LED 配線図	 
	 
	 	 
図 13	 配線計画図	 
	 (7)	 LED 実装部製作	 
	 灯部のモジュールを制作するにあたり、図 12 で示した
モジュール内部の LED 実装部の製作を行う(図 14)。LED
を載せるガイドはアクリルを用いて、加工は高精度の二
次元カットが可能なレーザー加工機にて行い、LED の取
り付けを半田にて行う。使用する LED は高輝度白色 LED	 
3mm を使用する。また灯部の明るさをそれぞれ変えるた






図 14	 LED 実装部製作	 
	 
(9)	 灯部モジュール製作	 










図 15	 本体設計図面（一部抜粋）	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図 16	 配線図	 
	 
	 	 
図 17	 モジュール内配線	 
	 
	 	 












図 19	 操作デバイス図面（一部抜粋）	 
	 	 
	 	 
図 20	 操作デバイス製作	 
	 
	 	 







う設計を行い、製作した(図 23、図 24)。	 
	 




	 図 23	 超音波センサ搭載モジュール製作	 
	 
	 	 

















	 	 	 
図 26	 本体外観	 
	 
	 	 	 















図 30	 本体点灯写真	 
	 







































図 33	 吊り下げワイヤーに巻き付けた配線	 
	 
(2)  灯部に導光板および反射板の挿入	 







図 34	 灯部の LED による点光源	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 
図 35	 灯部に導光板および反射板の挿入	 
	 











図 36	 ボルトとナットによる灯部の組み上げ	 
	 
7.総括	 
	 本研究の結論として、LED 光源の特性を活かしたシー
リングライトの制作ができたと考える。また室内空間に
おける光量の可視化、インタラクションとしての可能性
を示すことができた。	 
	 本研究で示した、シーリングライト灯部モジュールの
造形による「光量の可視化」は、照明はもとより、他の
プロダクトへも応用出来ると考える。LED の登場は光源
を小型化させ、照明の造形を大きく変えるきっかけとな
り、また今日では無機 EL なども登場し、光源はより小さ
く、より薄くなってきている。技術はかたちを与えられ
て初めて、私たちに価値を提供してくれるのである。今
後はそうした技術を活かした造形の発展が期待される。
これは当然、照明だけの問題ではなく、光源を必要とす
るさまざまなプロダクトおよびインタラクションに応用
可能であろう。	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